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紹
介
事
例
の
概
要

会

社

名

ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
ぐ
ん
げ

商
店
街
協
同
組
合

認
定
事
業
区
分

地
域
資
源
活
用

認
定
事
業
名

伊
弉
諾
神
宮
と
共
生
し
た

「
夫
婦
の
郷
�
淡
路
�
絆
ツ
ー

リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
観

光
関
連
商
品
の
開
発
・
販
売

認

定

日

平
成
２１
年
２
月
１２
日

■
淡
路
島
の
地
理
と
震
災
に
よ
る
影
響

淡
路
島
は
、
南
北
５３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西

２２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
２
０
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
本
州
４
島
を
除
い
た
国
内
の
島
の
中
で
は

第
７
位
と
な
る
面
積
（
５
９
２
キ
ロ
平
方
メ
ー

ト
ル
）
の
島
で
あ
る
。
周
囲
を
大
阪
湾
、
播
磨

灘
等
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
昭
和
６０
年
に
徳
島

県
鳴
門
方
面
へ
の
大
鳴
門
橋
が
、
平
成
１０
年
に

兵
庫
県
明
石
方
面
へ
の
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
州
と
四
国
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
容
易
に
な
っ
た
。

平
成
７
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、

淡
路
島
北
部
を
震
源
と
し
た
直
下
型
地
震
で
あ

り
、
淡
路
島
で
は
一
部
で
震
度
７
を
記
録
す
る

な
ど
、
大
被
害
を
受
け
た
。
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス

ト
ぐ
ん
げ
商
店
街
協
同
組
合
（
以
下
「
組
合
」）

が
属
す
る
旧
一
宮
町
（
現
淡
路
市
）
の
地
域
は
、

島
の
北
部
で
震
源
地
に
近
か
っ
た
た
め
特
に
被

害
が
大
き
く
、
家
屋
の
多
く
が
全
半
壊
す
る
な

ど
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
地
域
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
住
宅
家
屋
の
復
興
は
進
ん
だ
が
、

震
災
前
に
１
０
０
程
度
あ
っ
た
店
舗
は
約
５０
店

舗
の
復
興
に
留
ま
っ
た
。
人
口
の
減
少
や
高
齢

化
の
加
速
に
よ
り
島
内
の
市
場
規
模
が
縮
小
し

た
こ
と
、
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
に
よ
り
消
費

者
の
神
戸
方
面
へ
の
流
出
が
加
速
し
た
こ
と
、

経
営
者
が
高
齢
化
し
後
継
者
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
こ
と
等
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

震
災
後
１０
年
以
上
が
経
過
し
、
商
店
街
の
求

心
力
の
低
下
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

■
地
域
資
源
と
し
て
の
神
宮
に
着
目

淡
路
島
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
中
で
、
伊

弉
諾
尊
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）・
伊
弉
冉
尊

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）
の
二
神
が
最
初
に
造

っ
た
島
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
国
生
み
・
神

生
み
を
終
え
た
伊
弉
諾
尊
が
淡
路
島
に
お
い
て

幽
宮
（
か
く
り
の
み
や
、
終
焉
の
住
居
）
を
構

え
て
余
生
を
過
ご
し
た
。
そ
の
故
地
に
よ
り
二

神
を
祀
っ
た
日
本
最
古
の
神
社
が
伊
弉
諾
神
宮

（
以
下
「
神
宮
」）
で
あ
る
。
神
宮
は
全
国
で
神

宮
號
を
宣
下
さ
れ
た
格
式
高
い
２３
社
あ
る
お
宮

の
一
つ
で
あ
り
、
年
間
百
数
十
万
人
の
観
光
客

が
参
拝
に
訪
れ
る
淡
路
島
最
大
の
地
域
資
源
で

あ
る
が
、
初
詣
の
時
期
以
外
は
観
光
客
が
少
な

く
、
近
年
は
初
詣
の
参
拝
客
も
減
少
傾
向
で
あ

っ
た
。

商
店
街
の
衰
退
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
組
合

は
、
こ
の
地
域
資
源
の
存
在
に
着
目
し
、
単
な

る
商
店
街
振
興
で
は
な
く
、
地
域
資
源
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
全
体
を
考
え
直
す
こ
と
と
し

て
、
平
成
１８
年
か
ら
神
宮
の
歴
史
に
由
来
し
た

伝
統
芸
能
の
復
活
等
に
取
り
組
み
始
め
た
。

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
日
本
三
大
神
話
に
ま

つ
わ
る
神
楽
を
一
堂
に
会
し
て
競
演
す
る
「
三

大
神
話
神
楽
祭
」
の
企
画
で
あ
っ
た
。
全
国
各

地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
・
逸
話
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
淡
路
島
を
舞
台
と
す

る
�
国
生
み
神
話
�、
高
千
穂
へ
の
天
孫
降
臨

を
伝
え
る
�
日
向
神
話
�、
素
戔
嗚
尊
の
八
岐

大
蛇
退
治
な
ど
の
�
出
雲
神
話
�
は
、
そ
の
中

核
に
あ
た
る
三
大
神
話
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一

般
的
な
知
名
度
で
は
高
千
穂
神
社
と
出
雲
大
社

に
劣
る
神
宮
で
あ
っ
た
が
、
両
社
に
こ
の
企
画

を
提
案
し
調
整
し
て
い
っ
た
結
果
、
平
成
２０
年

８
月
に
淡
路
島
の
神
宮
へ
両
社
の
神
楽
を
招
い

て
競
演
奉
納
す
る
第
１
回
「
三
大
神
話
神
楽

祭
」
が
実
現
し
た
。
こ
の
神
楽
祭
は
素
朴
な
伝

統
芸
能
を
折
り
目
正
し
く
伝
え
る
も
の
と
し
て

好
評
を
博
し
、
そ
の
後
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

淡路島

組合の皆さん
左から吉岡理事長、柏木副理事長、大杖理事

新新連携・地地域資源活用・農農商工連携

独立行政法人中小企業基盤整備機構
新事業支援部 連携事業支援課 課長代理 二宮 健晴

淡路島の商店街組合が地域資源を
活用してまちづくりに取り組む
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■
地
域
資
源
活
用
事
業
に
よ
る
取
組
み

神
楽
祭
の
成
功
と
継
続
に
よ
っ
て
、
一
定
の

集
客
を
呼
び
込
む
こ
と
は
で
き
た
が
、
年
１
回

の
単
発
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に

依
存
し
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
ず
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
継
続
的
な
取
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
組
合
は
、
平
成
２１
年
２

月
に
神
宮
等
を
地
域
資
源
と
し
た
「
地
域
資
源

活
用
事
業
」
の
認
定
を
受
け
、
神
宮
と
共
生
し

た
観
光
関
連
商
品
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
販

売
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

地
域
資
源
活
用
事
業
の
認
定
に
伴
い
、
組
合

は
中
小
機
構
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
以
下
「
Ｐ
Ｍ
」）
に
よ
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
担
当
し
た
刀
根
浩
志
Ｐ

Ｍ
は
、
以
下
の
支
援
を
行
っ
て
い
っ
た
。

・
定
住
人
口
が
増
え
づ
ら
い
地
方
都
市
に
お
い

て
は
、
交
流
人
口
を
増
や
す
観
点
か
ら
、
視

野
を
島
外
そ
し
て
海
外
へ
切
り
替
え
る
こ
と

を
促
し
た
。

・
刀
根
Ｐ
Ｍ
が
係
っ
て
い
る
他
地
区
の
観
光
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
組
合
員
が
参
加
し
て
も

ら
い
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
観
光
事

業
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
も
ら
っ

た
。

・
中
小
機
構
が
主
催
す
る
島
内
の
認
定
事
業
者

同
士
に
よ
る
交
流
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
、
異
業
種
と
の
交
流
が
促
進
さ
れ
、
結
果

的
に
島
内
の
横
の
つ
な
が
り
に
よ
る
観
光
事

業
の
Ｐ
Ｒ
が
行
い
や
す
く
な
っ
た
。

・
刀
根
Ｐ
Ｍ
の
豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
情
報
発
信
に
よ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
神
宮
を
周
知
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

刀
根
Ｐ
Ｍ
の
地
に
足
が
着
い
た
各
種
の
支
援

を
受
け
て
、
組
合
は
地
域
資
源
の
本
質
を
見
つ

め
直
し
、
安
易
に
観
光
Ｐ
Ｒ
に
走
る
こ
と
な
く
、

そ
の
内
容
を
次
の
と
お
り
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。

【
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
】

（
金
婚
記
念
式
典
）

・
西
洋
で
の
結
婚
式
周
年
記
念
の
習
慣
を
取
り

入
れ
、
１１
月
２２
日
を
「
い
い
夫
婦
の
日
」
と

制
定
し
、
結
婚
５０
年
の
夫
婦
を
記
念
し
た

�
夫
婦
円
満
金
婚
記
念
式
典
�
を
開
催
。

・
神
話
上
、
日
本
で
最
初
の
夫
婦
と
解
釈
で
き

る
二
神
由
来
の
神
宮
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
。

・
毎
年
５
組
程
度
が
盛
大
に
式
典
を
あ
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

（
毎
月
２２
日
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

・
毎
月
２２
日
を
「
夫
婦
の
日
」
と
定
め
、
１８
時

半
〜
２１
時
の
間
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
。

・
拝
殿
や
正
門
、
大
鳥
居
な
ど
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
、
参
道
に
は
３
０
０
個
の
ろ
う
そ
く
を

灯
す
こ
と
に
よ
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
中
で
の
特
別
参
拝
が
体
験
で
き
る
。

（
物
産
館
オ
ー
プ
ン
と
グ
ッ
ズ
開
発
）

・
神
宮
内
に
観
光
物
産
館
「
せ
き
れ
い
の
里
」

を
平
成
２１
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。

・
夫
婦
に
ち
な
ん
だ
グ
ッ
ズ
、
特
産
品
等
を
提

供
。

・
観
光
案
内
所
と
し
て
情
報
発
信
す
る
拠
点
で

も
あ
る
。

（
そ
の
他
）

・
語
り
部
の
養
成
と
そ
の
語
り
部
と
共
に
巡
る

�
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
参
拝
�
ツ
ア
ー
の
実
施
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
神
宮
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
は
着
実
に
浸
透
し
て
い
き
、
組

合
が
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
反
響
が
出
始
め
て

き
た
。
例
え
ば
、
現
時
点
で
旅
行
代
理
店
等
と

特
別
な
タ
イ
ア
ッ
プ
は
結
ん
で
い
な
い
に
も
拘

わ
ら
ず
、
歴
史
あ
る
神
宮
を
目
当
て
に
来
訪
す

る
団
体
客
等
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る

（
こ
こ
数
年
で
年
間
１
０
０
万
人
だ
っ
た
観
光

客
が
１
３
０
万
人
ま
で
増
加
）。
旅
行
客
は
、

組
合
が
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
神
宮
の
情
報

発
信
を
受
け
止
め
て
、
由
緒
正
し
い
観
光
資
源

や
伝
統
芸
能
を
求
め
て
訪
れ
て
き
た
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
商
店
街
と
は
直
接
関
係
な
い

地
元
の
小
売
業
者
が
地
域
で
の
活
動
を
誇
り
に

思
い
、
店
舗
で
の
Ｐ
Ｒ
を
申
し
出
て
き
た
こ
と

も
、
組
合
の
ま
ち
づ
く
り
が
地
元
に
浸
透
し
て

き
た
結
果
の
一
例
と
言
え
る
。

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
指
す
と
こ
ろ

地
域
資
源
活
用
事
業
に
よ
っ
て
各
種
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
交
流
人
口
を
増
や
す

こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
神
宮
の
価
値
を
再
認

識
し
、
住
民
が
地
元
の
歴
史
や
活
動
に
誇
り
を

持
つ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
地
域
の
新
た
な
絆
が

で
き
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。

た
だ
し
課
題
も
残
っ
て
い
る
。
神
宮
自
体
は

賑
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
神
宮
と
商
店

街
が
や
や
離
れ
て
い
る
た
め
、
当
初
の
想
定
と

は
異
な
り
観
光
客
を
商
店
街
ま
で
誘
導
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
個
々
の
店
舗
の
売
上
増
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
組
合
は
、
今

後
神
宮
を
核
と
し
て
商
店
街
や
島
内
の
他
の
観

光
資
源
と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、

観
光
客
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
淡
路
島

の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
着
目
し
て
い
き
た
い
。

【
こ
れ
か
ら
開
発
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・
参
拝
客
を
商
店
街
に
呼
び
込
め
る
よ
う
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
「
神
楽
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
開
設
。

・
淡
路
島
の
地
場
産
業
（
漁
業
、
お
香
作
り

等
）
を
組
み
入
れ
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

金婚記念式

第４回神楽祭
今年９月２３日開催 場所：伊弉諾神宮
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